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すばる２へ向けて (2010年頃)

 

= ハワイ観測所への提言  = 

 
2020 年代に向けたすばるの戦略 

   

～次世代地上・スペース望遠鏡を見据えた運用と人材育成～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2012 年 6 月 30 日 

すばる小委員会 
  

https://subarutelescope.org/Science/SACM/
sacreport/SAC_teigen_2012.pdf

 

= 光赤外専門委員会への提言  = 

 
2020 年へのすばるの戦略 “天・地・人” 
   

 ～スペースと地上観測の連携そして人材育成を軸に～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2009 年 3 月 9 日 

すばる小委員会 

https://subarutelescope.org/Science/SACM/
sacreport/SAC_teigen_2008.pdf

https://subarutelescope.org/Science/SACM/sacreport/SAC_teigen_2012.pdf
https://subarutelescope.org/Science/SACM/sacreport/SAC_teigen_2012.pdf
https://subarutelescope.org/Science/SACM/sacreport/SAC_teigen_2008.pdf
https://subarutelescope.org/Science/SACM/sacreport/SAC_teigen_2008.pdf


https://subarutelescope.org/en/subaru2/
https://subarutelescope.org/jp/subaru2/すばる２ (FY2022-FY2031)

https://subarutelescope.org/en/subaru2/
https://subarutelescope.org/jp/subaru2/


• すばる２ (FY2022-FY2031) の後のすばるの在り方？

• TMTがある中ですばるの必要性？戦略？

• Keck, Geminiが将来の戦略を示すドキュメントを出版
• すばるも同様にその方向性を示すべきでは？

すばる３の議論の背景

Keck 2035 

The W. M. Keck 
Observatory 
Strategic Plan 

Strategic Scientifi c Plan for 
Gemini Observatory

Ministerio de
Ciencia, Tecnología
e Innovación Productiva

Presidencia de la Nación

July 2, 2019

Prepared by: Gemini Observatory

Approved by the Gemini Board of Directors at their May 2019 meeting.

Subaru?



Issued in 2024

Organization Health

Hawaii Community

Science

https://keckobservatory.org/wp-content/uploads/2024/05/Keck-2035-Strategic-Plan.pdf

https://keckobservatory.org/wp-content/uploads/2024/05/Keck-2035-Strategic-Plan.pdf
http://www.apple.com/jp


Issued in 2019

https://www.gemini.edu/files/general-announcements/gemini-strategic-plan.pdf

https://www.gemini.edu/files/general-announcements/gemini-strategic-plan.pdf


すばる３：議論, 活動の歴史
活動 報告, 議論

2021/10 すばる３キックオフ
ミーティング

2024/8 すばる３研究会

2025/9 検討subWGメンバー募集

2021/9 光赤天連 (吉田, 問題提起)

2023/9 光赤天連 (高田)

2024/9 光赤天連 (宮崎)

2025/11 光赤天連 (宮崎, 大栗)
2025/10 すばるUM (諸隈)

2025/1 すばるUM (諸隈)

2024/1 すばるUM (大栗)

2022/1 すばるUM (安田)

2025/2 天文月報 (宮崎)

2025/10 すばるPI装置WS

https://docs.google.com/document/d/1hY_IAVezNECiNveEqfjCFEcQYBgWbsDnQi-D3AMuD3A/edit?tab=t.0
https://docs.google.com/document/d/1hY_IAVezNECiNveEqfjCFEcQYBgWbsDnQi-D3AMuD3A/edit?tab=t.0
https://docs.google.com/document/d/1hY_IAVezNECiNveEqfjCFEcQYBgWbsDnQi-D3AMuD3A/edit?tab=t.0
https://sites.google.com/faculty.gs.chiba-u.jp/subaru3workshop2024
http://gopira.jp/sym2021/3-20-Yoshida.pdf
http://gopira.jp/sym2023/file/Takada.pdf
http://gopira.jp/sym2024/file/20240917KoutenrenSymposiumMiyazaki.pdf
https://subarutelescope.org/Archive/Science/SubaruUM/SubaruUM2023/_src/1067/Beyond%20Subaru%202.pdf
https://subarutelescope.org/Archive/Science/SubaruUM/SubaruUM2021/_src/d07_subaru3.pdf
https://www.asj.or.jp/jp/activities/geppou/item/118-2_102.pdf


https://sites.google.com/faculty.gs.chiba-u.jp/subaru3workshop2024

https://sites.google.com/faculty.gs.chiba-u.jp/subaru3workshop2024


すばる望遠鏡の将来に関するアンケート結果

• gopira, tennetで告知 
• 回答期間 2024年7/30-8/22 
• google formで無記名回答 
• 130件の回答

大栗 真宗 (すばるSAC委員長)

https://sites.google.com/faculty.gs.chiba-u.jp/subaru3workshop2024

https://sites.google.com/faculty.gs.chiba-u.jp/subaru3workshop2024


https://sites.google.com/faculty.gs.chiba-u.jp/subaru3workshop2024

個人的なまとめ 
• サーベイの機能と共同利用の機能の両方の期待 
• 現状のサーベイ (ラージプログラム) 機能を強化する方向性は概ね支持さ
れているがサーベイに特化しすぎることへの懸念も大きい 

• 装置開発については、ハワイ観測所やSACによる、ある程度の
「交通整理」への期待、またTMT等の装置開発の試験場として
の役割の期待 
• 運用面では、より柔軟な運用 (ToO)、キューの拡大、等の期待   

多くのご意見をありがとうございました         

https://sites.google.com/faculty.gs.chiba-u.jp/subaru3workshop2024


https://www.asj.or.jp/jp/activities/geppou/item/118-2_102.pdf

 天文月報　2025年 2月102

すばる3時代
宮　崎　　　聡 1, 2

〈1国立天文台ハワイ観測所　650 N Aohoku Place Hilo Hawaii 96720, USA〉
〈2総合研究大学院大学　〒181‒8588 東京都三鷹市大沢 2‒21‒1〉

e-mail: satoshi@naoj.org

すばる望遠鏡の観測装置の歴史を振り返り，すばる3時代の観測装置の検討状況を紹介する．ま
た，その時代において，観測所運用で留意すべきことについてまとめる．

国立天文台ハワイ観測所は，大規模学術フロン
ティア促進事業の1つとして，2022年4月から始
まる10年計画で「すばる2」を推進することを文
部科学省に認められ，現在はそれに基づき運用さ
れている．「すばる3」は，その次の2032年4月
から始まる10年間に行う事業を指す．予算申請
の枠組みが，今後変更されることも考えられる
が，本稿では2030年代，すなわちTMTをはじめ
とする口径30 m望遠鏡の時代に，すばる望遠鏡
はどのような観測装置を装備すべきか等，これま
で議論されてきていることを報告する．また，
2030年代というと，すばる運用開始から30年以
上経過していることになる．その際に留意しなけ
ればならない事柄についてもまとめる．

1. すばる望遠鏡の観測装置：ファー
ストライトから現在まで

すばる望遠鏡には，主焦点，カセグレン焦点に
加え，さらに2つのナスミス焦点（それぞれ可視
ナスミス，赤外ナスミスと呼ぶ）がある．これ
は，マウナケア山でお隣のKeck 10 m望遠鏡がナ
スミス焦点のみ，Gemini 8 m望遠鏡が（ベント）
カセグレン焦点のみで運用されていることと，対
照的である．ここに，各種焦点面観測装置が取り
付けられて，多彩な観測モードを可能にしてい

る．特に，短焦点距離（約 15 m）の主焦点は，
現在科学観測運用されている8 m級望遠鏡群の中
では世界一の広視野（直径1.5度角）観測を実現
し，すばる望遠鏡の特徴のひとつとなってきてい
る．
表1にすばる望遠鏡の観測装置をまとめた．ま
た，図1に，それぞれの観測装置が運用されてき
た時期を示す．表中，「汎用」というのは，幅広
い研究分野で用いられる装置を指し，それ以外の
ものは，主として太陽系外惑星の研究に用いられ
ている．また，AO36, AO188, SCExAOは，大気
揺らぎを検出・補正する補償光学装置ユニットの
名称で，AO36, AO188は IRCS, CIAO, HiCIAO
のいずれかと組み合わせて使用される．SCExAO
はAO188が補正した像をさらに改善し，CHARIS
と組み合わせて使用されている．
この表と図から，FOCAS, IRCS, HDSといっ

た汎用の分光ができる装置は，すばる望遠鏡観測
開始以来，現在に至るまで長期にわたり使われて
きていることがわかる．MOIRCSは2006年より共
同利用に供されたが，同様に長期間運用されてい
る．また，主焦点の撮像カメラは，Suprime-Cam
からHSCと強化されたが，これもすばるの定番
観測装置のひとつに数えられるだろう．一方，特
別な性能や用途を持った装置群は，一定程度の研

 すばる望遠鏡25周年特集（2）

https://www.asj.or.jp/jp/activities/geppou/item/118-2_102.pdf


すばる３検討WG

• すばるSACでの議論を経て設置

• すばる３に関する議論のアレンジ、取りまとめ

• メンバー
• 石垣 美歩 (国立天文台) 

• 大栗 真宗 (千葉大学) 

• 久保 真理子 (関西学院大学) 

• 小山 佑世 (国立天文台) 

• 佐藤 文衛 (東京科学大学) 

• 諸隈 智貴 (千葉工業大学) 



すばる３ブックレットの作成
• 目的

• すばる3時代に向けた科学的展望を明示し、外部への説
明資料および内部の交通整理資料として活用

• 以下の読者を想定する: 国内外の天文学コミュニティ 

(光赤外以外も含む)、他分野の研究者、政策決定・予算
措置に関わる方々、一般の方々

• 構成案
• すばる3時代におけるサイエンスの展望 (キーサイエンス
＋その他)

• マウナケアを取り巻く状況・環境
• 望遠鏡の運用方針 など

see [gopira:02354]



subWGの構成
• サイエンス分野ごとに1つずつ設置 (計6分野):

• 系外惑星、近傍銀河、銀河進化、宇宙論、マルチメッセ
ンジャー、銀河系内 (新設)

• 今後、必要に応じて新たなsubWGの追加や統合も検討
します

• 複数分野に共通する観測装置や運用議論用のsubWGも
別途設置予定

see [gopira:02354]



subWGに期待される役割
• すばる3時代に実現したいサイエンス目標の明確化

• 必要な観測計画・装置仕様・望遠鏡機能・運用形態の整理 

(可能な限り具体的に)

• 関連サイエンスを1つまたは少数のパッケージとして提案
• 既存の枠組での実施が難しい場合は、その理由を明確化
• 他望遠鏡の状況を踏まえた上で、すばるで行うべき正当性
を明確化

• TMT等の他望遠鏡との連携を前提とする場合は、その点を
具体的に明確化

• すばるSACやWGでの議論においてキーサイエンス・ブック
レット構成が確定した後、所定の分量の原稿を執筆・提供

see [gopira:02354]



今後のタイムライン
• 2025年9月: subWGメンバー募集 ==> 議論開始

• 各subWGのメンバーは現在10名程度 

• 2025年10月: 「すばる3」議論@すばるユーザーズミーティ
ングFY2025 

• 2025年度後半: すばる3研究会#2 開催予定 

• 2026年度中: すばる3研究会#3、および原稿執筆・編集作業 

• 2027-2028年: ブックレット発行 

see [gopira:02354]

興味があればsubWGにご参加ください
フォームへの入力 https://forms.gle/bJdBxEmY69CHPuv17 

またはすばる３検討WGメンバーに問い合わせください

https://forms.gle/bJdBxEmY69CHPuv17


まとめ
• すばるの将来を見据えた議論、活動をすすめています

• ご意見等ありましたら、すばるSAC委員やすばる３検討
WGメンバーに適宜お伝えください


